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岩国地区防災協会

発行所／岩国地区防災協会
 （事務局　岩国地区消防組合消防本部内）

TEL（0827）93－3310
印刷所／山陽印刷株式会社

TEL（0827）22－3330

　令和７年度岩国地区防災協会定時総会が５月21日、いわくに消防防災センター講堂で開催されました。総会に先

立ち、岩国地区防災協会会長表彰が行なわれ、大田会長から表彰状と記念品が授与されました。議事では、令和６年

度事業報告、決算報告及び令和７年度事業計画（案）、歳入歳出予算（案）が審議され、承認されました。また、役員

の任期満了により役員改選の審議がなされ、新しく会長、副会長及び理事が決定し承認されました。

令和７年度全国統一防火標語令和７年度全国統一防火標語

『急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし』『急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし』
令和７年度危険物安全週間推進標語令和７年度危険物安全週間推進標語

『危険物 無事故へ挑む ゴング鳴る』『危険物 無事故へ挑む ゴング鳴る』

【優良事業所表彰】
◎株式会社 高木石油 様
◎有限会社 広瀬印刷 様
◎株式会社 フジ ザ・ビッグ岩国店 様

【優良従事者表彰】
◎ティーエスプレシジョン株式会社　　貞弘 浩人 様
◎株式会社ウエムラエナジー　　　 　伊丸 義弘 様

岩国地区防災協会会長表彰

定時総会風景 表彰風景

（写真右から）

受賞おめでとうございます

令和7年度岩国地区防災協会定時総会
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令
和
７
年
５
月
か
ら
当
協
会
会
長
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
帝
人
株
式
会
社 

岩
国
事
業
所 
環
境
・
安
全
室
の

林
弘
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

岩
国
地
区
防
災
協
会
は
、
昭
和
37
年
に
『
岩
国
市

危
険
物
安
全
協
会
』
と
し
て
発
足
し
、
平
成
13
年
に

現
名
称
に
改
名
を
し
て
い
ま
す
。
当
協
会
の
目
的

は
、
「
消
防
法
に
定
め
る
危
険
物
施
設
、
一
般
防
火

対
象
物
の
火
災
予
防
に
関
す
る
諸
規
定
の
周
知
徹
底

や
防
火
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
、
会
員
相
互
の
連

絡
と
親
睦
を
図
り
、
各
種
災
害
の
未
然
防
止
に
寄
与

す
る
」
こ
と
で
す
。
協
会
設
立
か
ら
、
63
年
目
を
迎

え
た
今
日
で
は
、
地
域
社
会
へ
防
火
防
災
活
動
の
推

進
は
勿
論
の
こ
と
将
来
を
担
う
技
術
者
の
育
成
に
貢

献
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
輝
か
し
い
実
績
と

発
展
は
諸
先
輩
方
や
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物

で
あ
り
、
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
こ
の
歴
史
と
実
績
を
誇
る
協
会
の
会
長
を
就
任

す
る
に
あ
た
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
共
に
、
そ

の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
微
力
な
が

ら
、
精
一
杯
努
力
し
任
務
を
遂
行
し
て
行
く
所
存
で

す
。
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
山
口
県
内
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

地
区
に
お
け
る
火
災
や
漏
洩
等
の
事
故
は
、
34
件
発

生
し
令
和
２
年
以
降
５
年
連
続
で
30
件
以
上
の
高
止

ま
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
岩
国
・
和
木
地
区
に
お

い
て
も
14
件
の
事
故
が
発
生
し
て
お
り
大
変
憂
慮

さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故

は
、
腐
食
疲
労
等
の
劣
化
や
破
損
と
い
っ
た
設
備

管
理
不
足
、
異
常
状
態
の
見
逃
し
や
誤
設
定
に
よ

る
も
の
な
ど
、
設
備
の
状
態
管
理
が
出
来
て
い
れ

ば
回
避
出
来
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
る
事
故

が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
各
企

業
の
自
主
保
安
体
制
に
よ
る
早
期
発
見
や
迅
速
な

初
動
対
応
に
よ
り
、
近
隣
住
民
の
皆
様
に
影
響
を

与
え
る
重
大
事
故
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現

場
で
作
業
さ
れ
て
る
方
が
６
名
負
傷
さ
れ
て
い
ま

す
。
危
険
物
に
よ
る
火
災
や
漏
洩
事
故
は
大
規
模

な
災
害
に
繋
が
る
恐
れ
が
有
り
ま
す
。
常
日
頃
か

ら
設
備
の
適
切
な
管
理
や
、
従
業
員
へ
繰
り
返
し

の
教
育
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
災
害
と
し
て
近
年
毎
年
の
よ
う
に

発
生
し
て
い
る
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
災
害

や
、
今
後
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

や
周
辺
断
層
な
ど
で
の
地
震
が
あ
り
ま
す
。
自
然

災
害
の
防
止
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
万
が
一
の
時
に

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
取
組
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
中
で
消
防
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

行
政
の
方
々
と
の
情
報
共
有
、
連
携
し
た
対
応
が

求
め
ら
れ
、
当
協
会
の
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
の
中
で
当
協
会
と
し
て
は
地
域

の
安
全
・
安
心
確
保
の
為
、
諸
事
業
を
通
じ
て
各

種
災
害
の
未
然
防
止
に
寄
与
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
岩
国
地
区
防
災
協
会
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
致
し
ま
し

て
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

林
　
弘
実

会
長
就
任
挨
拶

帝
人
株
式
会
社 

岩
国
事
業
所

　

本
年
四
月
一
日
付
け
で
岩
国
地
区
消
防

組
合
消
防
長
に
就
任
し
、
当
協
会
の
顧
問

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
藤
廣
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

林
会
長
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
消
防
行
政

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

昨
年
は
能
登
半
島
地
震
、
奥
能
登
豪
雨

が
あ
り
、
未
だ
に
被
害
か
ら
回
復
に
至
っ

て
い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本

年
に
入
り
二
月
に
は
岩
手
県
大
船
渡
市
、

三
月
に
は
岡
山
県
岡
山
市
、
愛
媛
県
今
治

市
な
ど
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
林
野
火

災
が
続
き
、
甚
大
な
被
害
を
被
る
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
と
、

皆
様
の
日
常
が
一
日
で
も
早
く
取
り
戻
せ

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
近
年
発
生
し
た
災
害
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
災
害
は
単
一
で
は
な
く
、
複

数
の
災
害
が
同
時
ま
た
は
連
鎖
的
に
発
生

す
る
こ
と
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
震
・
津
波
・
火
災
・
豪
雨
な
ど
、
多

様
な
災
害
が
互
い
に
影
響
し
合
う
「
複
合

災
害
」
に
対
し
、
事
前
の
対
策
が
ど
れ

ほ
ど
重
要
で
あ
る
か
を
再
認
識
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
危
険
物
施
設
の
火
災
、
流
出

事
故
も
頻
発
し
て
お
り
、
山
口
県
内
に

お
い
て
も
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
災
害
の

発
生
率
が
高
い
水
準
で
推
移
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
自
然
災
害
の
み

な
ら
ず
、
各
種
産
業
災
害
等
も
大
規

模
・
複
雑
化
し
て
い
る
今
日
、
従
来
以

上
の
防
災
・
減
災
の
対
策
強
化
、
実
効

性
の
高
い
備
え
を
迅
速
に
実
施
す
る
た

め
に
は
、
企
業
の
自
主
保
安
の
充
実
強

化
や
地
域
の
防
災
力
の
向
上
、
さ
ら
に

は
住
民
一
人
一
人
の
危
機
管
理
能
力
の

向
上
が
重
要
課
題
で
あ
り
、
「
地
域
の

安
心
・
安
全
」
に
寄
与
す
る
べ
く
当
協

会
の
使
命
も
、
非
常
に
大
き
く
、
当
協

会
の
発
展
が
お
の
ず
と
地
域
の
防
災
力

向
上
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
ど
も
消
防
と
い
た
し
ま
し
て
も
皆

様
と
歩
み
を
共
に
し
、
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
当
協
会
の
さ
ら
な
る
躍
進
に

協
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
方
に
も
こ
れ
ま
で
同

様
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
岩
国
地
区
防
災
協
会
の

益
々
の
ご
繁
栄
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

藤
廣
　
修

消
防
長
就
任
挨
拶

岩
国
地
区
消
防
組
合 

消
防
本
部

消
防
長

環
境
・
安
全
室
長
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　６月19日（木）令和７年度山口県危険物安全大会並びに通常総会が山口市のＫＫＲ山口あさくらにおいて開催され、当協会から関係
者と表彰者が参加しました。当大会は、県内の危険物関係事業所の災害事故防止の徹底と自主保安意識の高揚を図るとともに、地域
住民の危険物に対する認識を深め、危険物関係業界の発展と安全な地域づくりに寄与することを目的に開催されます。また、大会に
先立ち、危険物に関して功績、功労のあった事業所及び個人に対して表彰が行なわれ、当協会からは、次の方々が受賞されました。

　令和7年6月25日、会員事業所（８事業所）から14名の従業
員様が防災実務研修に参加されました。今年度から新たな事
業として企画されたこの研修は、事業所で働く従業員様や新
規採用者様を対象に消火や避難、通報等の要領について実務
を主体に学んでいただける研修です。
　研修会では、事業所における「防火管理」や「消防用設備」
について解りやすく研修しました。研修は過密なスケジュー
ルとなりましたが、救命講習や消火体験など充実した内容で
参加者の皆様にご好評いただきました。
　研修終了後には、岩国地区消防組合から「普通救命講習修
了証」、岩国地区防災協会会長から「修了証書」が発行されま
した。
　来年度も開催予定ですので、会員事業所様の
保安教育の一環としてご活用ください。

令和7年度山口県危険物安全大会

（一社）山口県危険物安全協会連合会会長表彰

受賞おめでとうございます

防災シアター 消火訓練

防災実務研修を実施しました！

◎
危
険
物
優
良
事
業
所
表
彰

錦
川
鉄
道 

株
式
会
社　

様

◎
危
険
物
保
安
功
労
者
表
彰

平 

田　

直 

也　

様

（
ベ
ル
ダ
株
式
会
社　

由
宇
Ｓ
Ｓ
）

普通救命講習 屋内消火栓取扱い訓練
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　ＡＥＤを設置している事業所は、年々増加して
おり、この知識を身に付けておくことは、いざと
いう時に尊い人命を救うこととなりま
す。講習は無料です。お申込みは事務
局まで。

　危険物取扱者・消防設備士の免状を取得されてい
る方は、本籍、氏名の変更及び写真が10年を経過す
る場合、免状の書換が必要となります。申請様式
は、当協会、各消防署所にございます。また消防試
験研究センター山口県支部のホームページよりダウ
ンロードも可能です。申請先は、消防試験研究セン
ター山口県支部（083－924－8679）です。

※事業所名・代表者名などの変更があり
ましたら、事務局までお知らせ下さい。
又、代表Ｅ-メールアドレスのご登録が
まだの事業所様は、下記のＥ-メールア
ドレスまで送信をお願いいたします。

免状の書き換え

岩国地区防災協会事務局　
電話（FAX兼）（0827）93-3310
E-mail  ibk-3310@sky.icn-tv.ne.jp

◎後期危険物取扱者試験
【試 験 日】11月15日（土）　岩国市、他６市
　　　　　　　16日（日）　柳井市、他５市
【願書受付期間】   
　  書面申請　8月29日（金）～9月11日（木）
　  電子申請      
【書面受付】消防本部・中央消防署・各消防出張所

◎危険物取扱者試験準備講習 
＊ 危険物取扱者試験乙種第４類受験者対象 ＊
【講 習 日】10月  9日（木）（法令）
　　　　　　　10日（金）（理化学）
【 会　場 】いわくに消防防災センター ２階講堂 
【受付期間】8月29日（金）～9月11日（木）
【受 講 料】防災協会会員   6,400円　  
　　　　　　　　　非会員　9,400円

※受講料を添えて事務局にお申し込み下さい。

【講 習 日】10月24日（金）
　　　　　　　9時から12時まで
【 会　場 】いわくに消防防災センター ２階講堂

◎普通救命講習　-防災協会会員対象-

【講 習 日】甲種 11月25日（火）・26日（水）
　　　　　　乙種 11月25日（火）
【 会　場 】いわくに消防防災センター ２階講堂
【受 講 料】テキスト代   4,100円
【申込期間】11月4日（火）～11月14日（金）
【 受　付 】消防本部・中央消防署・各消防出張所

◎後期防火管理講習

新規入会された事業所を
ご紹介します

新規入会された事業所を
ご紹介します

新規入会事業所をご紹介ください新規入会事業所をご紹介ください

代表取締役   櫻 井  一 宏
岩国市周東町獺越２１６７番地４

《 製造業 》

（株）獺祭

代表取締役   杉 原  正 之
岩国市室の木町３丁目１６-９

《 飲食業 》

（株）CLOUD9

代表取締役社長  森 橋  宏 之
岩国市日の出町３-９
《 観光業 》

岩国観光バス（株）

　各種事業を推進するために新規入会していただける事業所を募

集しております。事務局では、新規会員獲得の活動を積極的に

行っており、会員の皆様からのご紹介をお待ちしております。

今後とも

よろしくお願いします。




